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南米チリにおける成層圏 ClO のミリ波観測と水蒸気同位体の同時観測計画

Millimeter-wave observation of stratospheric ClO and a plan of simultaneous
observations of water vapor isotopomers in Chile
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　名古屋大学と国立環境研では、南米チリ共和国のラス・カンパナス天文台において、成層圏オゾン破壊にお

いて重要な役割を果たす ClO の 200GHz 帯ミリ波測定装置の開発を進めてきた。同観測装置は超伝導を用いた高感

度 SIS 受信機と 1GHz の帯域幅をもつ広帯域音響光学型分光計からなり、2000 年 10 月には南米中緯度帯として初

の ClO ミリ波スペクトルの検出に成功した。同観測では 4時間程度の実観測時間で高度 40km 付近の有意なスペク

トルが検出され、１日内の ClO 分布の変化を調べる糸口を切り開いた。

　今後は、さらに受信バンドを拡張し、観測装置を対流圏の水蒸気による電波吸収の少ない南米チリ共和国の

アタカマ高地に測定装置を移設し、複数の受信機を用いて成層圏・中間圏の水蒸気同位体分子（H2O, H2-18O, HDO）

の同時観測を行い、成層圏・中間圏の水蒸気増加の起源を探る計画をすすめている。

　講演では、ClO の観測結果と今後の水蒸気観測の計画について報告する。


